
「 理 念 性 の 構 成 」

阿 部 未 来

生 物 と して であ れ、 社 会的 存 在 と してで あれ 、人 間 がそ の生 存 に 冷 い て対処 して い る 世界 は 高

度 に複雑 な もの であ る。 当 面の 行動 が限 定 されず、 それ ゆえ 行動 に対 店 寸 る主 題 的 関心 が 設 定 さ

れ、 この 関心 か ら諸 事物 が 一牢 の系 列 に整 序 されぬ時 、 この複 雑性 は 完全 な混 沌 であ る かに 見え

る。 しか し、 カオ スに 直面 す る主 体 とい うの は 一種 の異 常 態 に す ぎな い。 認識 の最 下層 に 位置 す

る自然 的 知覚 す ら、少 くと も生 物 的存 在 と しての入 間の 行動 に 対応す る一 定 の構 造 を備え てい る。

しか し、 人間 の環 境 を整 序 してい るのは、このよ うな 自然 発 生的 な も4Jだ け では な く.'ま た道具 の

よ うな物 的 な もの だ け で もない 。人 間 は 自 ら創 りあげ る特殊 な 存在 を用 いて この環 境 に対 処 す る。

文 化 に属 す る もの と しての これ らの存 在 の特徴 は、相 互主 観 的 な同一 性.r性 で あ り、 これ こそ

が現 在の 人聞 の複 雑 な生存 形態 を 作 りあげ、 自然的 な本 能 にか わ っーて人 間 を統 一 し、 社会 の 形 成

を可能 に して い る と思わ れ る。 す なわ ち、 そ れ は認 識、 言 語、 制度 、 技 術 な ど とい っ た もの で あ

る。 我 々が 以下 に検討 しよ うと思 うのは、 フ ッサー ル が総 じて 「理 念性 」 と呼ぶ この よ うな存 在

者 に 対す る現象 学 的 分析 で あ り、 そ の主 観 性 内部 にお け る構 成 の 問題 で ある。 そ の際 の 基 本的 問

題 点 は、フヅサ ー ルの 次 の よ うな言 葉 に 示 され て い る。 「しか し.い か に して心 の 内 部で構 成 され

た形 象 が、心 的に 発 生 した もの であ る に もか かわ らず、 決 し て心 的 実 在者 では ない・・… … ・理 念 的

対 象性 とい う独 特 の相互 主 観的 存 在に達 す る のか。(1)」

(註 〕(1)Husserliana班S.370(Beilage皿,αVomUrsprungder

Ceometrie")
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'まず最 初 に
、 理 念 性 に関 しフ ッサー ルが な した 一般 的 規 定 を項 目別 に整 理 して澄 きた い と思 う。

a)フ ッサ ー ルに よれ ば、 存 在 者 の原 理的 区分 の一方 式 として 「実 在的 」(real)と 「理念

的」(idea1)とNう 区 別 が 行な わ れ うる。 両者 の 区別 の標 識 は非 常 に明 確 で あh,そ れ は
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「時間 性 」 で あ る。 よ り操 作的 に言 うな らば、 当 該 の存在 者 をふ 定 の時間 点 へ 位置 づ け うるか位

置 づけ え:ない か が 「実 在性 」 と 「理念 性 」 の 明確 な区 別 を与 え 、 後 者 の場 合に そ の よ うな 位置 づ

けが不 可 能 と され る。 す なわ ち、実 在的 対 象 は 「あ る客 観的 時 点 へ の登 場 に よ って 個 別 化 さ れ

る(1)」の に対 し、 理念 的 対象 は 「実 在的 対象 の如 く客 観 的時 点 に 洞別 化 されず 、 い わ ぱ至 る所 に

あっで どこ に もな い非 実 在 者 で ある。(2)」

この 「時 間 性」 の相違 を判 定 基準 とす る 「実 在性jL一 「理 念 性」 の 区分 を もとに、 更 に下 位の

幽区分 基 準 を加 え る ことに よ り
、 我 々は 全 存在 者 の非常 に概 括 的 な序 列 づ け を想 定 して み る ことが

出来 る。・以下 にそ れ を一 応 の整理 の た め に提 示 して お く。

Lま ず最下 層 に来 る のは、 過 去 把持 一 原 印象一 未 来 志 向 とい う形 で の流 れ の統 一 の み をそ

の 形式 と して持 つ 体験 流、 意 識流 で あ る。 この 体験流 は一応 流 れ の各 位 相 に基 く個別 化原理 を有

す るか ら、 当然 「理 念性」 の層 に属 す る もの では ない。 しか し、 「実 在性」一 「理念 性」 の区 分

を尺子 定 規 に適用 して 「実 在性 」の層 に帰 属 させ るこ と もで きない。 む しろ こ の 体験 流 はお よそ

時 間点 の 同定 を可能 にす る客 観的 時 間 以 前の もので あ り、 「実 在的」 一 「理念 的 」 の 区別 以 前の

もの と して 両者 の根 底 に存 し、 全 て に対 して構 成 的働 きを 行 な う別次 元で 亀 る。

2.こ の最下 層 に位置 づ け られご 全 て に対 し℃構 成 的 に働 く根 源 的 な 体験 流 の上 に客 観 的時

間 が構 成 され る。 そ の場 合、 根 源的 な 体験 流 は この客 観的 時間 とめ対応 関 係 にお・い て 再び把 え直

され、 そ こに実 在 的主 観 にゑ け る心理 的 意識 流 が構 成 され る。

3。 以 上 の二 段階 の上 に来 る のが、『外 部 の物 的実 在 で ある。 フ ッサ ール は、 こ う した 物的実

在 に関 して は、 「時 間」 の み な らず、 「空 間一 時 間」 へ の位置 づけ を語 り、'従 って この場合 に は「

時間 点 の みな らず 空間 点へ の位置 づけ 可 能性 が 下位 の判 定 基 準 と して 付加 され て い る とい って よ

い。'

4.以.上 の よ うな実 在性 に対 し、 理 念 的対 象 の場 合 は 「一 定 の 時間 位置 」 を持 た ない といわ

れ る。 しか し、 そ れは 冷 よそ理念 的 対 象 が時 間 性 と無 縁 で あ る とい うこ とで は ない。 フ ッサー ル

が言 って い るのは、 理 念 的 対象 は 「時間 的 に 生 成 しうつ 出現 す る が、〈 全 ゆ る時 商 にお いて 〉同

一 だ(
、)」とい う こと である・ 従 っ て、 例え ば判 断 命題 は齢 的 対象 燃 そ の発 生 ・この 世界 一の

現 実 化 にお い て実 在的一 心 理 的 主 観 の判 断 行 為 に依 存 ナ る。更 に は判 断 行 為 も、そ の内 部 での理 念

的 対象 の 所与 も、全て 流 動的 体験流 に属 す る。 い か な る存 在者 も構 成的 意識 の 志 向的 相 関項 と して

存 在 し、従 っ て理 念的 対象 もま た 隊験 として 「与 え られ る際 の 時間 」 を持 ち、』全 て に対 しそ構 成

的 に働 く根 源 的意識 流 に属 す る6理 念 的 対象 が 流動 的 な もわ と無 縁 とい うので は な く、 ただ 「様

々な作用 の多 様 性 の 中 で数的 に 同 一 な理 念的 、・論理 的 存 在 に遭遇 す る㈲」 の で ある。

.さて 詳 細 に考 え るな ら頗 に下 位 区分(5)が 指摘 され ねば な らな い と して 臨 こ こに示 した一応

の 段階 づけ が 明 らか に す るめ は」=位の 存在 者 の下位 の存 在 者 への依 存 関 係 で励 、この関 係 は フヅサ

ールにおいて 「基 づけ 」(:Fundi'erung)と 呼 ば れている。 より上位 の対 象 ほ、より下位 の対 象 を前 提 と
もと

しそれに主観性の構成能作が付加 されることにより存在する。理念的対象性の場合、最上位に位
コ ロ コ 　 　 ロ コ 　

置 づけ られ る ものとして、・そ の構成 に おい て 実に 多岐 に わた る形 で他 の 下位 成 層(1.2.3)に 基
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つ い て い る。 理 念的 対象 の構 成 的 分析 の 場 合、 そ の主 要 な主題 とな るの は この 「基 づ け」 関 係の

錯綜 の解 明お よび理 念 的 対象 を 「基 づ け る層 」、 基 底的 な層 か ら構 成 す る際 に 機能 す る主 観 性 の

能 作の反 省 的 明 確 化 で あ り、 ノエ シス と ノエ マ のそ れぞ れ の方 向 に 向 か う多様 な反 省的 作業 を包

括 す る・ しか し、 これ ら の点 につい ては後 に よ り詳 細 に述 べ る と して、 こ こ では 上 に 展開 し た段

階 づ け の図 式 の 内 に伏在 す る 「基 づけ」 関 係の 確 認 に と どめ る ことに した い。

b)次 に、4で 示 した よ うな理 念的 対象 の独 特 な特性 を よ り詳 細 に規定 して ゆ くことに した い。

まず その 根 本 的性 格 を端 的 に表 現 す るな ら 「回 帰 的 同 一性 」 とい うこ と であ る。 つ ま り 「反 復 的

過 程 の内 で くり返 し把 握 され て再 現 され る(6)」ので あ り、 反 復的 過程 は時 間 の 様 々 な点 に分散 す

るが、 対 象 は それ らを遍通 して 同 一 な の であ る。 フヅサール に よれば、 言語 上 の全 ゆ る単 位、判 断

命題・ 幾何 学 的 形象 ・ 数式 ・ 制 度、 旋 律(7)な ど、 そ れ ぞれ 存 在様式 を異 に しつ つ も全 て この性 格

を持 ち、 程度 の差 は あ れ全 て理念 的 存 在 で あ る。

この 回帰的 同一 性 が時 間 の系列 に関 して強調 され る時 、 理 念 的 対象 の性格 は 「遍時 間 性 」 とか

「全 時 間性」 とか呼 ば れ る。確 か にそ の反 復 的 現 実化 に お い て実 在的 主 観 の構 成 行為 に基 づ き、

更 に決 して回帰 性 を持 たぬ ヘ ラク レイ トス的 体験 流 に帰 属 す る と して も、 それ は 別 次元 の構 成 体

で あ り、 「時間 の 多様 性 を貫 いて 流れ る超 時 間 的 統 一」 で あ る。 しか し、 「遍 時 間性 」 とか 「全

時間 性」 とい う表 現が 重 要な意味 を持 つ と して も、 フ ッ サー ルが 回帰 的 同 一性 を強調 しようとす る

のは・単 に時 聞 系列 ε軸 にお い てのみ な らず 空間 系列 に関 して で もあ り
、特 に空 間 的 に 個別 位 置 を

占 め る多 数の主 観 に奉 け る 分散 的 同 一 性、 相互 主観 的 同 一 性 が重 要 で あ る。 「非 実 在的 な対 象 は

世界 の内 での空 間一 時間 的 出現 を有 す る。 ・・・… しか しそ れは 同 一 の主 観 に よっ て様 々 な 時間 位 置
　 　 ロ 　 　 コ 　

で反 復的 に産 出 され る際 に同 一 者 と して産 出 され るの と同 じ く、 異 な っ た諸 主観 に よって 産出 さ

れ る際 に も同 一者 と して 産 出 される。(8)」(た だ し、 フ ッサ ー ルの 指摘 で は、 こう した理 念的 対

象の遍 通 性 は、「外 延 の一般 性 」 で は な く、従 っ て理念 的 対象 は類 的 一 般性 と区別 され ねば な らな

い。)

c)以 ± の よ うな相 互主 観的 同 一 性は 理念 性 を実 在性 か ら区別 す る重 要 な特 性 で あ る。確 かに

実 在性 の中 で も、 物 的 実 在 に 関 して相 互 主 観 的 所与 性 が 云 々 され は す る。 しか し物 的実 在 の場

合 はそ の地 平性 格 に よ り完 全 な相互 主 観的 同 一 性 は保 証 されず 、 そ の点 で理 念的 対象 は主 体 に と

って 「確定 」(FeststeIlung)と か 「所 有」(Besitz)の 対象 とな る とい う特権 を有 す る

と され る・ では、 フ ッサ ール が 「確 定」 とか 「所有 」 と呼 ぶ の は い か な る事態 で ある の か。

確 定 とか 所有 と呼 ば れ る のは、 理 念 的 対象 の 認識 主 観 へ の独 特 な 関 係で ある。 つま り、理 念 的

対 象 の 回帰的 同 一性 は、受 動的 な連 想的 合致 に よる同 一性 では な く、主 体 の 自発 性 に知 け る反 復

可能 性、 す なわ ち 「将 来 にわ た って 自由 に支配 し、 い か な る時 で も く り返 し取 り出 して他 入 に告

げ し らせ る こ とが 出来 る」 とい う性 格 であ る。.こ の支配 可能 性 自由 利 用 の可 能性 が 「確定 」 と

か 「所有」 と呼 ぱ れ るの であ り、従 って こ うい う意 味 で 所有 されて い る対 象は 「常 にふ た たび」

(i㎜erwieder)と い う性 質 を 持 つ とされ る。 例え ば、 前 述 定的 経 験 の層 に 対 して判 断 の

内 に 定着 した 「認識 」.、が 優先 さ せ られ る のは、 こ うし た理 念的 対象 へ の定 着 に知 い て認識 が 「直
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観 がす ぎ去 った場 合 に も、持 続的 な 所有 物 と して維 持 され うる」 か らな の で あ る。

しか し、 この よ うな 「確 定」 、 「所 有」 が 可能 な の は、 理 念 的 対 象 が主 観 の自 発的 行為 と相関

的 に構 成 され、 この 自発的 行 為 の生 起 世界 時 間へ の参 入 が 常 に同 一 対象 を回帰 的 反 復的 に生 産

す るか らであ る。 従 って フ ッサ ー ル の強調 す るのは 、理 念的 対象 の ノ エマ的 性格 が 全 時間 性 で あ

る とす れば、 そ れ を産 出す る 作用の ノエ シ ス的 基 本 性格 が 自発 性、 能 動性 であ る とい う点で あ る。

こ の点 に おい て も理念 性 は実 在性 と明確 に区別 され る。 例え ぱ、 物 的 実 在の 構 成の 場 合、 「自我

が現 わ れの系 列 の内 で 現 われ て くる ものへ と受容 的 に把 握 す る とい う仕方 で向 きなお る か ど うか

に全 く関 係な く、 この 現 わ れの系 列 が 受動 的 に 結集 して統 一 が 行 な われ る(9)」のみ で あ る。 「論

理学 研 究J以 来 の見 解 に よれ ば、 物 体知覚 の各 局 面の 統一 は 「融 合 」 に ょ る感 性 的 統 一 で あ り、

これ も 「構 成」 で あ る とい われ るに して も、 そ こに現 象的 的反 省 の 際顕 在的 に 観察 さ れ る何 らの

自 発 的 行 為 も 存 在 せ ず 、 そ の 意 味 で こ の 種 の 構 成 は フ ッサー ル に よっ て 「受 動的 構 成」

と呼 ば れて い る。 これ に対 し、 判 断 命題.純 粋 本 質 、幾 何 学 的 形象 そ の他 の場 合 に澄 い て、 全 て

理 念的 対象 の構 成 は 自発 的 作用で あh,能 動的 遂 行 で ある とされ てNる 。 理念 的 対 象 の 回帰的 同

一性
、 確定 お よび所 有の 可能性 とい う性格 は、能動性 、自発 性 の 性格 と相 関 的 に のみ存 在 し うるの

であ り、 能動 的 な 自我 の 行為 のみ が時 間 の流 れ を切 り開 い て理念 的 対 象 を現 出 させ うる の で ある。
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1で は、理念的鮒象に関する一般的特徴づけを行なった。判断命題にしろ、幾何学的対象にしろ、

基底となる様々な実在的成層を前提としつつ自発的作用によって構成され、その回帰的同一性に

より相互主観的一義性を有し、それゆえ認識者にとって所有可能な対象である。そこで次に、こ

れらの理念的対象を産出する能動的作用に目を向け、理念的対象の構成の具体的過程を更に明ら
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かに して ゆ きた い。 こ こで は類 例 と して判断 命題 と幾 何学 的 対 象 の構 成 の場 合 を取 り、上 げ、 そ こ

に存 在 す る 「基 づけ」 の諸連 関お よび 行為 の 「形 式 化Jと い う点 を重 点 的 に取 り出 してみ た い・

a)1.・ まず 「基 づ け」 の関 係は 、 「確定 的」 認 識 の層 と前 述 定的 経 験 の層 の間、 ま た能動 的

層 と受 動 的 層の 間 に存 在す る。 す でに 前述 定的 な層 に冷 い て判 断 の基 本 構造 が 構 成 さ れ、 自発性

の 作用 は それ を追 遂 行 す る ことに より、あ らか じめ 前述 定的 層に お い て構 成 され た もの をひ き うつ

し、 そ れ を確定 す る とい う機 能 を担 って い る。 この基 づけ の関 係 を更 に具 体 的に叙 述 す る と次 の

よ うに な る。

前述 定的 層 に 澄 け る判 断 の基 本構 造 の形 成 は、大 体 にお綴 分析 と総 合 の図式 に澄 い て説 明 され、

「把 握」(Erfassung)、 「解 明 」(Explikation)・ 「関 係づけ 」(Beziehen)(1)な

どとい う非 常 に具 体的 な作用 が判断 生 成 の各 段階 に 指定 され てい る。 つ ま り、 対象 を受容 的 に全

面 にわ た って把 え る 「把 握」 に よ り主 語 の位 置 に くる基 体:が設 定 され、 対 象 の 内部地 平 へ と視 向

す る 「解 明」 あ るい は 外部 地平 へ と視 向 す る 「関 係 づけ」 に よh,そ れ ぞ れ 基 体 の述 語 規定 と外

部 対象 へ の関 係の定 式 化 が 行な わ れ る とされ る。 分析 の 側 面が これ らの プ リ ミテ ィブな 作用、 す

なわ ち受 容 性(Rezeptivitat)に 属 す る 作用 に よっ て担わ れ るのに 対 し、 基 体 と規 定 の 統 一

的把 握 は 「移 行 の総 合」(な い しは 重 合 の総 合)(2)と い う受動 的 総 合 に よる と さiれ、 しか も判 断

行為 の各段 階 の統 一 も、・また時 間 意 識 に澄 け る受 動的 総合 に よる とされ る。 つ ま り、 この 前述定 的

層 にお け る判 断 の原 初 構 造 の構成 で は受 動性 が 主 要 な側 面 を占 める の で あ る。

判断 構 成に 吾 い て 自発的 作用 の介 入 す る のは この受 容 的 観察 を前提 してで あ り、 そ れ は この 観

察 にお い て得 られ た成果 の 「確 定」 、 「所 有 」 をめ ざす 特 珠 な 関心 か ら発す るの であ る・ 「解 明

基 体 が主語 とな り、 解 萌蓑 が述藷 とな る とい う事 態 が生 じ うるの は 、受 容 的活 動 性 の 内部 で解 明

の過 程 を通 じ てあ らか じめ構 成 され るが、 ある仕 方 で隠 典 たま ま に なっ てい る統 一に眼 葦 し が向

きな吾 る こ とに よ ってで ある。 この よ うな統 一 を把 握 しつ つ そ れ へ と向 き直 る こ とは、 変 更 さ れ

た態度 にお い て この過 程 を繰 り返 し、 受 動 的総 合 か ら能動 的総 合 を打 ち た て る こ とを意味 す るa3>」

従 って、 自発的 、能 動 的 な構 成 は 前述 定 的層 で 形成 され た判断 の基本 構 造 を変 更 す るわけ で は な

い。 前 述定 的 層 にお・け る 「把 握 」 、 「解 明」 、 「移 行 の総 合 」 とい う各 項 は こ の順 序 に わ いて 整

序 され た一 つ の7`ロ セスを な し、 それ ぞれ 基 体a規 定 とい った判 断 の構成 要素 を抽出 し、受 動 的 総

合 にゆ だ ね るの で あるが 、 能 動的 、 自発的 作用 は受 動 的、 非 恣 意 的 に経過 す る この過 程 を自 発的

な反 復、 「くりかえ しの通 過」 に よっ て確 定 し、 回帰 的 同 一性 とい う理念 的 性格 を保 証 し ょ うと

す るの で あ る。

2.以 上 の よ うな分 析 に お い て フ ッサ ー ル が判 断 発 生過 程 の基 本的 モ デル と して取 上け て

い る のは、 他 の よ り複 雑 な判 断 に対 す る 「原 細胞 」 とな る 「Sistp」 の形 の判断 で あ る。 こ

の形 の判 断 の基 本 的構潭 に 対 し、 そ れ を生成 す る過 程 と して 「把 握」→ 「解 明 」→ 「移 行の 総 合」

な どの系 列 が非 常 に 明確 な順 序 で対応 しピ 基 体S、 規定Pな どの判 断 の構 成 要素 を経験 の全 体領

野 か ら抽 出す る。 こ の各 行 為 の間 の連 関は そ れ ぞ れ 「基 づけ」 の連 関 をなL;例 えば 「解 明 」 は

「全 体的把 握 」 に基 づ くどさ れ てい る。 従 っ てこ こか ら結論 され るこ どは、 理 念 的 対象 を 回帰同
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一 的 に 生み 出す 自発的生 産 行 為は
、 そ れ ぞれ 明確 に 規定 され た 個 々の処 置 が 「内的 に結 びつ く」

ことに よって 形成 され てい る とい うこ とで ある。 換 言 す るな らは
、 そ もそ も理念 的 対 象 の持 つ回

帰 的同 一 性 が 保証 され うる た めに は、 対象 の み な らず 対 象 を産 出寸 る反 復 的 行為 が 明確 な順 序性

にお い て 規定 さ れ てい なけれ ば な らない。 判断 の 前述 定的 発生 に右 い て見 出 され る把 握 、 解 明、

総 合 と い う過程 もこ の意味 で単純 な順 序的 構 造 にお い て確 定 され てい る とい え る。 理念 的 対 象 と

それ を構 成す る 自発的 行為 は 相互 対 応 的で あっ て、 対象 の側 の 画帰 的 同一 性 に対 して は 行為 の側

の 回帰 的 同 一 性 が対 応 してい る。 しか るに、 この 行為 の側 が経 験的 主観 の 側 の精 神 物理 的 現象 と

して実 在性 に属 し、 空間 時 間 的定 位 を有す る とすれ ば、 回帰 的 同「 性 が保 証 されるには、そ れ が空

間 的 な もの であ れ時 間的 な もの で あれ 一 つ の実 在的 構造 を有 し、 そ れに よっ て同 定 され るの で な

け れ ば な らな い。 人 間 の行 為 の場 合 、 線状 性 の原 理 に よって、 それは 明確 に規 定 され た 個 々の行

為項 の系 列 、連 鎖 を なすの でな けれ ば な らず、t方 式」 とい う形態 に整 序 され てい な けれ ば な ら

なレ・。

b)「 基 づ け」 の諸 連 関、 行為 の方式 化、 形式 化 とい う事態 は幾 何学 的 形象 の構 成 の場 合 に も

指摘 され う る。 ここでは ・まず後 者 か ら取 り上 げ て.見る。
へ

1.「 危 欄 書 にお いて は、幾 何学 的 形象 の構成 の 基盤 に な るのは 生活 世界 だ とされ てい る。

この 生活 世界 は、 空 間性、 時 間性 、 事物 の 相互 作用性 な どを その 基本 的 な 「ア プ リオ リ」㈲ と し

て 有 す るが、 これ らの形 式 の 規定 力 は非 常 に 一般 的 で あ り、 生活 世界 内 の経験 的 主 体(人 間 的 主

観 性)の 具 体的 意 識 に与 え られ る のは流 動 的 な事 物 の変 化、 そ の 「主 観 的 ・相 対 的」 な所 与 性 で

あ る・ こ れに 対 して他 方 に存 在す るのが 、 「絶 対 的 な同 一 性 にお・い て規 定 し、 絶 対的 に同一 で、

方 法的 一一義 的 に 規定 さ れ うる諸 性質 の基 体と して認 識 しうる(5)」理 念 的 対 象性 と して の幾 何学

的 形象 で あ り、 この異 質 な両者 を結 びつ け、 「主 観的 ・相 対 的」 な 生活 世界 を産 出す る際の媒 介

を 行 な うのが 、 形 式 化 され た 行為 と しての技 術 、 物 体形態 の 「完 全 化の技 術 」 とか測 定 術 と呼 ぱ

れ る もの であ る。 そ もそ も行為 が 形式 化 され る こ とに より、 行為 自 体が 相 互主 観 的 に一義 化 され、

客 観化 され るが、幾 何 学 的 形 象は この 形 式 化 され た 行為 に適 合的、 相互 対応 的に 形成、 産 出 され

るの で あ り、 従 って こ こに澄い て も存在 す るの は相互 構 成的 な働 きな ので あ る。

2.こ の 相互 構 成的過 程 は様 な々仕方で、受 動 的 に あ らか じめ与 え られ る生 活 世界 の基盤 に依

存 す る。 例 えば 、 理念 化 の作業 は、 形 態 の完 全 化、 極 限 化 と硲 う性格 を有す る以上 、 直 線、平 面、

円 な ど とい う特 権的 な形態 の 産出 をめ ざす 「方 向 づけ」 な しには存 在 しえ ない が、 この 特権性 、

「方 向づ け」 を決 定す るの は 「関 心」 で ある とされ てい る。 す なわ ち生 活 世界 に 生 きる人 間 の

「特殊 な 実 際的 関心 」(6)が理 念 化 の 作業 の一 つ の前提 と して 存在 し、 理 念化 の 作業 の 「実践 の地

盤」 と して の生 活 世界 へ の 「基 づ け」 の 関 係 が見 出 され る。 また 形 成 を受 け る対 象 の側 では 、「関

心」 の 発 動 に先 立 ち、 知覚 圏 と しての生 活 世界 に存す る類型 性 、 特 に自 然的 物 体の類 型性 が 前提

され、 こ の類 型 の内 か ら関心 に応 じて特権 的 な 形態 が選 択 され る こ とに よ り、 理念 化 の 発動 が可

,能とな っ て、 そ の極 限 に幾 何学 的 形象が 産 出 され、 この過 程 と対応 して ま た王 体の 行為 も規 定 さ

れ る。、この相 互 構 成Q過 程は 非 常に 複雑 な もの であ る が、 フ ッサ ー ルが 生 活 世界 に 対 して指 定 し
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てNる 「実践 の地盤 」 で あ る とか 「知覚 世界」 、 で あ る とかい う特殊 規 定 に 応 じて 「基 づ け」 の

諸 関連 の錯綜 を整 理 してみ る こ とが で きる であ ろ う。
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前節 で明 らか とな った 本質 的 な点 は、 理 念 的 対 象 を産出 す る自発 的 行為 が、 形 式化 され た 「方

式 」 とNう 性 格 を持 ち、 回 帰同 一 的 な理念 的 対象 の 構 成 と同時 進 行的 にそ れ 自体 回帰 的 に 生起 す

る とNう こ とで あh,ま た この 過程 に お・け る能動 的構 成、 自発 的 作用 の側 面 が 「受 動 的構 成」、

「受 動的 総 合」 の層 に基 づけ られ て い る とい うこ とであ った 。 いわ ぱ、受 動 的 構 成 の諸 層 が理 念

的対 象 の構 成過 程 全般 を と りま くとNう 形 で、 構 成 す る自我 の 作用 の活動 空 間 を 形成 してい る と

いえ るの で ある。 で は、 この受 動 的構 成 の層 とは よ り具 体的 に 言 っ て どの よ うな層 な ので あ る の

か。

フ ッサー ル が 「受 動 的 構 成」 、 「受 動 的総 合 」 な どと呼 ぶ ものは、決 して 単一 な層 を なす の で は

な く、 そ れ 自身 また 「基 づ け」 の階 梯 を有 す る成 層 的 な構 造 をなす の であ る。 『経験 と判 断 』で

挙 げ られ てい る主 な もの のみ を列 挙 す るな らば、 ま ず第 一 に登 場す るの は、 「内的 時 間意 識 にお

け る総 合」 と呼 はれ る もの であ り、 これ は主 客両 面 に わ た る一切 を一 つ の流 れ の内に 統 一す る。

第 二 に は 「感 覚 場 の 統 一 を打 ちた て る総 合」 で あh,こ れ に よ って感 覚 野 に 知 け る異 質 な もの の

対比 現 象、 同質 な ものの融 合 が実 現 され、 自我 の関 心 を触 発 す る 原初 的 な対 象 構 造 が打 ち立 て ら

れ る。 第三 には、 物 体の現 わ れ の各 局面 を統 一す る受動 的 総 合 、澄 よび先 述 の 「解 明 」 に澄 け る

移 行 の総 合 な どを包括 す る 「重 合 の総 合」(Deckungssynthesis)が 指摘 され るこ とが で き

る。

では、 これ らの 「受動 的 」 と呼 ばれ る多 様 な構 成的層 に共通 す る特 色 とは何 か。 まず 第 一点 は、

明白 な 自我 の関与 が 存 在 しない こと、 あ るい は関 心 の触 発 に よる 自我 傾 向 の展 開 を起 点 とす る一

連 の 自発的 行 為 が反 省 に お・いて顕 在化 しな い ことで あ る。 従 って第 二((C,受 動 的 構 成 の場 合、 統

一 は非 恣意 的
、 自動 的 であ り、 「素 材」 に 対す る 「形 式 」、 「ヒ ュ レー」 に対 す る 「志 向 的 モ ル

フ ェー 」 とNっ た形 成的契 機 の介 在 は な く、 各 要素 は 予め与 え られ てNる 「領 野」 に 関与 す る こ

とに よって 自動 的 にそ の内部 に吸収 され る。Nわ ぱ、 「布置 」(gonstellation)に お け る

統 一 な の であ る。 こ う した 受動 的 とい わ れ る統 一 形態 に関 して フ ッサ ー ル が 「構 成 」 とか 「総 合」

とNう 表 現 を用 い た こ とか ら生 ず る問 題点 、誤解 な どにつ い ては 様 々の論 者が 指摘 してい る。従
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って、 む しろ この よ うな統 一形 態 は 「場 」 的 な統 一性 と して 記述 す る ことが よ り適 切 か と思 わ れ

る。 事 実 、 フ ッサ ー ル 自身 も時 間意 識.感 覚 的 領域 な どにお・け る原初 的統 合 形態 に対 して は

"
F・ld"(領 野 あ るいは場)(1)と い う表 現 を非常 に多 用 してい る の で ある・

しか し、 そ の点 は と もか くと して、 こ うした受動 的 構 成 の段 階 は、 「布置 」 に よ る原 初的統 一

を有 し、 従 って主 体が あ る程 度持 続 的 に関与 し うる対象 的 構 造 を有寸 るが、 しか しそ れ は組織 体

で あ る とはい え、 自生的.自 然的 な もの で あh.決 して理 念 的 対象 の如 き相互 主 観的 一義 性 、客

観性 を有 す る ことは ない。 そ の点 に、 フッサールが理 念 的 対 象の構 成 にお・い て特 に 自発 的形 成 力 を

指摘 す る理 由が 存 す るの であ るが、 しか しこ の形 成 は あ くま で も受 動 的層 に澄 い て既 に 予め 存 在

す る統 合 、原 初 的構 造 の利用 な くして は あ りえず、 そ の結果 フ ッサ ー ルは、 理念 的 対 象 の構 成 に

お け る様 々な 「基 づ け」 の諸 関 連 を 重視 す るの で あ る。 しか し、 この よ うな受 動 的層 か らの理念

的 対象 の発生 を追跡 す るに あたh,フ ッサー ル の如 く相 互 主観 性 を前提 せ ず、 発生上 の 本 質連 関

を 個別的 主 観 性 の内 部 で確 定 しよ うとす るのは、 は た して十 分 で あ るの か。 先 に、 理念 的 対 象 の

構 成の過 程 は、対 象 と主 体 の相 互 構 成 の過 程 で あ ると指適 され たが、この過 程 は ま た主 体間 の 相互

形 成の 過 程 で あ る といえ るので は ないか。 その 意 味で 、 フヅサールが そ の遺 稿 『幾 何 学 の起 源 』に

お い て、理 念 的 対象 の客 観性 の完 全な 構 成 が言語 共 同 体、特 に文 字 を有す る それ を前提 してい る

と述 べ てNる こ とは 興 味深 いく2)同 質 化 され た人 間の 共 同 体 な しに理 念的 対 象 の反 復 的共 有 は あ

り得 ず 、逆 に共同 体に知 け る言語 、 制度 等 の様 々な理 念 性 の存 在 に よh,「 人 類 の共 同 体形 成

(Vergemeinschaftung)が 新 しN段 階 に高 め られ る(3)」 と言 え る の で あ る。 従 って、 こ

う した点 か ら考 え て、 相互 主 観性 の概 念 も単 に 一義 的 に取 扱 うぱ か りで な く、 相 互 主 観化 の程 度

とい う観点 の導 入 もまた必 要で あ る と言 え るの で は ない か と思 われ る。

と もか く、 以上 の よ うな過 程 は ま た、 主 客 両 面 に わた る固定 化 した組 織 体の 形成 の過程 で ある

が、 この よ うな固 定 化 した組織 体 とよ り基 本 的 な 自生 的 構造 の 間 の 関 係 を よ く把 え てい る のが、

ハ イン リッ ヒ ・ロ ンバ ッハ の 「構i造」(Struktur)と 「体系」(System)の 区 別 で あ る と

言 え よ う。 ロン パ ッハは 「構 造 体 制」(Strukturverfassung)、 「構 造動 態 」(Struk-

turdynamik)、 「構造 発 生 」(Strukturgenese)の 三 段階 を設 定 す る が、 構 造 発 生の 段'

階 は、 「く よ り高 次 〉 の段階 で は な く、 く よ り基 底的 な〉段 階(diefundamentalere)で

ある(4)」と言われる如 く講 造発生を基底として離 体制や構造鱒 がそめ 「派生形態」⑤

(Abwandlungen)を なす、一種 の基 づけ 関 係が洞 察 され てい る と思 わ れ る。構 造 体制 の段階 に

属 す る 「体系 」(System)と は、 関 係性 に解 消 さ れ なN「 自 体性Jを 有 す る 「要素」(6)(E1-

ement)と い う基 夙 担 い 手(Trager)の 間 に張 り渡 され た 関 係の綱(Netz)で あh,全

ゆ る もの の全 ゆ る もの に 対す る関 係性 の徹 底 とい う構 造 発 生 の立場 か らす ると、 単純 で は あ るが、

固定 的.抽 象的 な特 殊 形 態 にオ ぎ ない の であ る。

この よ うな ロンバ ッハ の 「構造 存 在 論 」の ご く基 本 的な枠 組 み を援 用 す るな らば、 完 全 な相 互

主観 的 一義 性 を有 す る理 念 的形 象、 ま たそ れ に対応 す る形式 化 され た行 為 と しての 「方式 」 や

「技 術 」 は全 て 「体 系」(System)め カテ ゴ リー に属 す る もIDで あ り、 結局 全 ゆ る存 在 者 が錯
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綜 す る包 括的 領野 、 フ ッサ ー ルがそ のつ どの理 論 的 関心 に応 じて生 活 世 界、時 間 的 体験 流 、前 述

定的 経 験 な ど と呼 ん で い る もの を前 提 し、 非常 に錯雑 した 「基 づけ」 の連 関 を介 して形 成 され た

もので あ る とい え る。 そ れ は、 い わ ば ロンバ ッ ハが 「体系」(シ ス テム)の 代表 例 と して取 り上

げて い る 「機 械 」(Maschine)の 如 く、 実 在性 を素 材 とし特殊 な 目的 に応 じて 自 発的 行為 に

よ り構 成 され る存 在 で あ り」 やは り 「先 行的 な 実 体の 上 に 設定 され た機 能性(7)」 であ る。 反復 再

生 が可 能 な行 為 的理 念 性 として フッサールが 非実 在的 対 象 の7つ の例 と して あげ る 「制 度 」(例 え

ば憲 法 な ど) .の場 合、 社 会 の統 一 とい う機 能 に応 じて組 み上 げ られ た 観念 体 とい う性格 上 、特 に

この点 が よ くあて は'まh,ま た技 術 な どの場 合 に も同 然 と言 え る。 人間 の場 合 、 外的 対 象 た る機

械 の 使用 のみ な らず、 こ う した内 的 機械 性 に澄 い て高度 に複 雑 な現 実 に 対処 して い る と言 えるの

で は な いか。 人間 とは あ る意 味 で徹 頭 徹尾 、 自 己 とそ の環 境 を 作 り あげ る もの と言 え る のでは あ

るまい か。

〔註 〕
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